
岡山ＭａａＳ・交通連合は出来るか
桃太郎ライトレールとバス問題
真備水害時の交通課題

平成３1年2月13日

ＮＰＯ法人公共の交通ラクダ

（ＲＡＣＤＡ）

岡將男



水害復旧支援活動用無料貸出し自転車
(興助号)

NPO法人公共の交通ラクダ(RACDA) 

平和の樹
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中庄駅無料駐輪場の放置自転車 警告張り紙 中庄駅無料駐輪場の放置自転車

真備町に来られる水害復旧支援者や被災者のために、
清音駅からの足として利用できないか？

倉敷市と総社市に検討依頼
↓

時間がかかる
↓

ＳＮＳを通じて自転車提供呼びかけ
↓

一週間で20台ほど集まり
その後も続々と。
最終的には

45台集まりました。

善意に感謝！

岡山市からも5台！ありがとうございました
。 自転車引取り
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清音駅 代替輸送案内 代替バス

清音駅での場所確保 ステッカー貼付 案内板

井原線復旧までの期間 無料貸出し開始
2018/7/28空気入れも用意（現在行方不明（悲） 時刻表(下り)
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案内板 利用案内

約30台でスタート
↓

清音駅で降りられた方々に案内板で利用呼び掛け
↓

熱中症にならずにすんだ、
助かったと、多くの方に喜ばれたようで
感謝の言葉をたくさん頂きました。

しかし、一部、田んぼに乗り捨てられたり、
総社駅に放置された自転車も(悲)
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井原線復旧(9月3日)後
↓

貸出し場所を清音駅から川辺宿駅に移して貸出し中。
20台ほどは被災者の方々に譲渡。

吉備真備駅、備中呉妹駅への配備は
川辺宿駅の状況をみながら
検討を進める予定。
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柳井原貯水池

岡家旧墓地
高梁川旧河川

小田川合流点逆流

軽部

白壁⇒真壁

刑部
服部

1977年遺跡分布図
真備・総社

高梁川旧河川

箭田大塚

黒宮大塚



災害時のモビリティ

• 全ての移動手段を喪失

• 自動車買い換えできるか

• 電車バスの復旧最優先

• 災害時には道路渋滞過酷

道路容量は小さいもの、瓦礫

• バスも電車も余裕はない

車輌余裕・運転手・宿直なし

• 自転車シェアの可能性

• 災害時はシェアの考え方大切

• ボランティアセンターは清音駅



災害検証・救えた命
• 川辺の１３人は救えたかも

• トップの判断、下原へのバス派遣

• 情報の一早い発信、爆発事故風評被害なし

• 大きな自治体は弱い、避難指示の土地勘

• 市議会議員のフットワーク、土地勘

• 緊急避難的、アイデア、ジェットスキー救助

• ボランティア受け入れ体制、全てウェルカム

• 総社市の支援物資受入れ画期的フリマ方式

• 総社市とＡＭＤＡの連携、阪神大震災

• 地域の防災力はバス存続と同じ、地域力



1986ホバークラフト契機
岡山未来デザイン委員会結成

1987交通シンポジウム

1987 百鬼園倶楽部

1989 京橋朝市

1987 岡山県航空協会
岡南飛行場存続成功

1995ＲＡＣＤＡ結成

1989 岡山商工会議所

路面電車環状化提案

1996ＵＰＣＯ
岡山まちづくり連絡協議会

全国路面電車愛好支援団体協議会

1997岡山路面電車サミット

平成１５年
全国路面電車ネットワーク

1998

ＲＡＣＤＡ高岡

1993

世界トロッコレース協会
うらじゃ祭り

岡山ＪＣ

1997岡山市
岡山城築城４００年

2000岡山県
後楽園３００年

1989

柳川筋研究会

建設省
岡山国道事務所

岡山県

岡山県郷土文化財団

地域づくり交流会

2008島会

2009京橋アート村

2010瀬戸内国際芸術祭

2011吉備歴文会

2011おいでんせぇ岡山

2011塩飽本島海族隊



万葉線存続運動1997-2003

えちぜん鉄道存続2000-2003

ＲＡＣＤＡ高岡
1998

ＲＯＢＡの会
2001

RACDA岡山1995

路面電車サミット岡山1997

ＪＲ可部線廃止2003 ＪＲ西・ＲＡＣＤＡ・岡電
勉強会1999

中部地区路面電車サミット

吉備線・富山港線
ＬＲＴ化発表2003

岐阜未来研究団

1998

岐阜名鉄市内線廃止2005

南海貴志川線存続公募

和歌山電鉄2005・たま駅長

NHK

ご近所の底力

地方鉄道サミット

2003全国路面電車ネットワーク

日立電鉄廃止・公募

２００６
富山ライトレール2001国会LRT研究会

2004    国会LRT議連
2007地域公共交通活性化再生法

2013交通政策基本法

2003

バスマップ

サミット

人と環境にやさしい交通をめざす
全国大会2006

路面電車サミット

1993

公募社長
鉄道存続

富山環状化
福井直通
宇都宮LRT



2002年 MOMO導入 水戸岡デザイン グルメ列車





「軌道に乗る」⇔「無軌道」

• 「軌道に乗る」は鉄道、覚悟が必要

初期投資大→計画的まちづくり

定時制あり

地図に載る、観光客でも使える

完全なバリアフリー、安全

エネルギー効率がいい

• 「無軌道」の典型が自動車とバス

自由とは全体では不自由、渋滞

いつでも廃止できる

ＢＲＴはＬＲＴの一形態、専用軌道が原則



鉄道で建設した近代日本

• 軽便鉄道はライトレールと同じ考え方

1872年新橋横浜

官鉄開業

山陽鉄道・日本鉄道・
関西鉄道の民鉄

1894年日清戦争

１９０４年日露戦争

1906年鉄道国有化1067mm限定

1895年京都

路面電車

1911年軽便鉄道法

1918年地方鉄道法

1921年軌道法



世界の新設ＬＲＴは１7５都市（2017）



ＬＲＴは民主主義の学校（教科書）

• 地図専門家の今尾恵介氏・「路面電車」

• 道路はネットワークで機能する

• 鉄道・バスもネットワークで機能する

• 道路自動車・電車バス・自転車徒歩は共存

• あなたの家の前の道路は大赤字

• 電車バスの廃止は、交通弱者には道路が無
くなるのと同じ事だ、高校生は困ってる

• 生活交通を考えるのは政治参加の第一歩



ＬＲＴはライトレールと呼ぼう！！！

• 理由１．富山ライトレール、宇都宮ライトレール

の前例がある

• 理由２．発音しやすい、意味がすぐわかる、

覚えやすい

• 理由３．軽い物、気軽な物、コストが安く付く物

というイメージをうまく伝えられる

• 理由４．低床電車で乗りやすく、便数が増えて

利用しやすいという概念も伝えられる



人生３５年／８５年は電車バスが必要
We use public transportation ３５ｙears/85years

車購入までは、公共交通が必要

成人も飲酒時や障害を持てば公共交通が必要

７０歳以上は免許返上すれば、公共交通必要

２０歳車購入 ７０歳免許返上

福祉として公共交通の整備



都市圏の交通分担率目標が必要
岡山都市圏の場合

自動車 ５９．５％

徒歩自転車二輪車
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徒歩自転車二輪車
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電車バス
１５％

２０１２年 岡山市のみ

２０３０年の目標
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１９８２年

１９７１年
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ＲＡＣＤＡのアクション５+1

あくまで利用者の立場
交通ＲＡＣＤＡ運動である

１．最寄の駅バス停まで３００ｍ、５分

２．岡山市内を１時間で移動できる

３．ピーク以外は座れる

４．一日中３０分に一本は走っている

５．岡山市内を５００円で移動できる

６ ．乗り継ぎ拠点を便利に快適に

１０年以内に実現したい

結果的にバリアフリー、環境対策、渋滞
対策、そして都心活性化につながっていく。

すべての電車・バス乗り継ぎ拠点を便利に、快適にしたい



Action5+1!!! =6

すべての電車・バス、
乗り継ぎ拠点を便利に、

快適にしたい
「みんなで作る、ぼっけえ便利な

電車バス案内」



http://www.civillink.net/イラスト素材使用

病院

銀行

学校・大学

公共施設

オープンデータ
位置情報
乗客数情報公共交通

管制センター

ラブリーバス停
到着情報 各種情報

MaaS と

乗り継ぎ拠点

太陽光発電充電

ネット
交通情報

デマンドバスタクシー
自動運転車

小さな拠点

小さな拠点
道の駅

小さな拠点

小さな拠点

カーシェア

モモチャリ

http://www.civillink.net/


現在のバス

時間に来ない

のろい

座れない不快

かっこ悪い

高い

わからない

スマートバス

時間に来る

早い

座れる快適

かっこいい

安い

わかりやすい

到着予測システム
バス専用レーン・優先信号
臨時増発バス
公共交通管制センター
－－－－－－－－－－－－－－
低床バス
全バス停にベンチ屋根・トイレ
バス停アダプト運動
－－－－－－－－－－－－－－
デザイン重視車両開発
－－－－－－－－－－－－－－
乗継割引・ＩＣカード
環境定期券
地域交通連合
－－－－－－－－－－－－－－
バスマップ全戸配布
高度情報化バス停
機能別バスルート再編
サイン計画見直し

バスを使いやすく
アクションプラン



★中山間周辺のデマンド交通だけ
では駄目

★今ある公共交通網を失わないこ
とも大切

★高校生が通える地区を目指す

★人口を増やす政策を考えないと
電車バスは維持できない



地方交通は交通連合で

三大都市圏
民営交通

地方都市圏
公設民営
交通連合
ＴＭＡ

中山間地
公設民託
公営

年間２０００億円
公共交通維持財源

ＴＭＡ＝半官半民の公共交通管理運営組織（アメリカなど）
協議会よりも強制力を持ってコントロール





交通で食えない交通事業者と、税金投入を阻む財界事情

電車バス会社
グループ
約50社

バス

デパート
グループ
約50社

バス

バス会社
グループ

TAXI

TAXI

観光

観光

観光

不動産

不動産

不動産

デパート デパート

スーパー
スーパー

電車バス税金投入
車両購入赤字補填

警備

委託









「第１回地域交通フォローアップ・
イノベーション検討会」

• １１月１日に国交省で開催

• 岡山バス問題を受けて、規制緩和の見直し

• 地方の電車バスは競争原理でいいのか

• 独禁法との関係は

• 交通政策基本法の見直し、交通権と財源

• 東京一極集中の是正は、交通がポイント

• 一般財源1%の交通に振り向けるべき

• 国の役割を少し増やすべき、地方に投げすぎ



ライトレール推進のため
1998年バスマップ
現在バス協会版





「バス停ラブリー」

屋根・ベンチ・トイレ
時刻表・マップ・到着予測
快適・愉しい・可愛い

南方交番前（トマト銀行本店前）

南方交番前（ベネッセ前）



桃太郎ライトレール（吉備線）
• ＪＲ西日本が地域鉄道再建の第一歩

• ランニングコスト６億円

• うち１億円の修理費の半分5000万円市負担

便数倍増、ピーク１０分ヘッド

３０ｍ級12輌３６億円、一部軌道化





吉備線ＬＲＴ化は、少子高齢化・税収減社会で
の公共投資（道路事業）見直しの一環だ

●三門駅高架化事業１６０億円を見直して、９０億円節約

●一宮・総社バイパス５３０億円の一部凍結

★岡山西バイパス９１０億円、下石井高架１０６億円

★吉備線ＬＲＴ化１５７億円（ＭＯＭＯ車両１１編成込み）

ＭＯＭＯ３連型が２編成で５００人



東総社駅デザインコンペ入選・安井謙介



桃太郎ライトレール新駅案・岡山市

新駅は、駅間に一つまで、沿線と周辺までのまちづくりを
考慮する。Ｐ＆Ｒやバス路線との乗り継ぎ、コミバスの
新路線開設などがカギ



日本初のコンパクトシティ―提案



岡山大学
新市民会館への
路面電車単線環状化
後楽園線芝生軌道

東山公園活用

吉備線ＬＲＴ化
吉備路観光

山陽線宇野線
瀬戸大橋線
倉敷高松直島へ

カルチャーゾーン
国際会議場地区

後楽園園遊会

カンコースタジアム
ファジアーノ

表
町
商
店
街

県庁通り
トランジットモール

宴会場ホテル
分科会会場

会議場

病院

ノートルダム清心大

岡山商大 岡山理大

就実大学

川崎医大

中国大学

秀家と豪姫の
岡山城

ＲＡＣＤＡ作図

西
川
緑
道
公
園

桃太郎大通芝生軌道
後楽園線芝生軌道

大学病院

京橋朝市
バザール地区

大学生が街に
サポーターが街に
ＬＲＴ岡大線

出石

表町３丁目新市民会館
歩道寄り単線環状化



路面電車駅前広場乗入れプラン
後楽園と岡山城をシンボルとする

芝生軌道の導入



仮想社会実験 市役所→駅→城下
東京大学
吉村研究室
＋ＲＡＣＤＡ

市役所筋路面電車
延伸による車線減少
の交通渋滞予測プロ
グラムの開発。実際
の交通実験と同様
の結果が得られた。
このプログラム開
発に協力した岡山県
警は、イオン渋滞予
測を依頼。都心３Ｋ
ｍ四方渋滞と予測。



単線環状化の諸要素

• 大雲寺町から新西大寺町600m

岡山駅から環状、所要時間20分

15分間隔運転、車輌3両追加購入

• 総投資額20億円程度(富山900m22億円)

初期投資は都市の装置として公的負担

一日3000人・100円で収支均衡

市民会館1000、周辺1000、新居住1000

• 駅前乗り入れ時に設計考慮必要

清輝橋線6便/hを3便に減便して、3便は可

トロコン、車庫不足など問題



新市民会館前の旧国道2号
導入空間が確保、渋滞懸念無し



富山は単線環状化





姫路駅前は２車線、ほぼバス専用



ライトレール究極のバリアフリー

フランス・ストラスブールのユーロトラム



2002年ＭＯＭＯ導入低床車導入補助
道路構造改正で電停は道路の一部

2013年交通政策基本法、市町村の仕事



富山は単線環状化



ライトレール究極のバリアフリー

フランス・ストラスブールのユーロトラム



2002年ＭＯＭＯ導入低床車導入補助
道路構造改正で電停は道路の一部

2013年交通政策基本法、市町村の仕事



バリアフリー法関連電停規格



電停調査の結果・暫定 2018/1

• 全国１８事業者 １１２０電停 (阪堺線82電停)

• 車椅子かろうじて可能 751電停 ６７％ (57電停 70%)

• 屋根整備率 911電停 ８１％ (66 電停 80%)

• ベンチ整備率 574電停 ５１％ (66電停 80%)

• 全電車 701輌 (38輌)

• 低床電車 115輌 ( 3輌)

• 高床完全対応（都電・世田谷） 46輌 ２３％ ( 8%)



ホームページで車椅子情報は



車が電車を待つ・トルン電停



車が電車を待つ・岡山ノーガード電停

昔は日本全国トランジットモール



全低床型



リトルダンサー部分低床型



福井ライトレール・高床と低床の共存



万葉線ライトレール、電停改良・車線減、自治体と県警



シルクロード=自動車＝スマホ

=コミュニケーションツール

人はつながりたい
人は珍しいものがほしい

欲しいものに付加価値
文化・遊び＝付加価値
UD=共通の付加価値



一般会計の1%を電車バスに!!!

• バリアフリー対応費用は、全面公費で

• 福祉予算→経済政策・地域への再投資

• 電車バスは限定付タダでもよい

最近欧米で始まる、ポートランド・メルボルン

• いなべ市180億の1%コミバスはタダ 1億8000万円

スクールバスも別途 4000万円

• 名古屋市一般会計 1兆2973億円

名古屋市高齢者バス補助 140億?の問題化

• 堺市 一般会計 4184億円

高齢者支援 4億0670万円

モノレール検討・都心交通実験 2069万円



撮影 藤井正史



岡山市一般会計3172億円
• 県庁通り・西川歩行空間 4610万円

• 自転車先進都市ももちゃり 2億9480万円

• まちなか公共交通 1億7350万円

チャギン7500万円、環状化検討1000万円

超小型モビリティ370万円、 都市交通戦略780万円

P&R930万円

(交通政策課事務費1億3193万円)

• 生活交通の確保 7600万円

• 新たなデマンド交通 800万円

• 地域公共交通網形成計画 300万円

• 道路整備 40億1000万円

• バリアフリー 1000万円(新規)

• スクールバス合併地域分 8791万円


